
　市では毎年、新年の幕開けに、新成人を市役所に迎え、
澤井宏文市長、髙阪俊造教育長とテーブルを囲み、将
来の夢や抱負、また松原市に対するさまざまなご意見
をお聞きしています。今回は松原市の新成人1,269人
の代表として7人の方を市役所にお迎えしました。
　「 21世紀のまちづくりを考える　キラリ★はたちの
夢＆トーク」と題したこの催し。紙面の都合上、一部し
かお伝えすることができませんが、今回いただいた貴
重なご意見を今後の市政運営の参考とさせていただき、
良好なまちづくりを一層進めていきます。
●問合せ　市政情報室

障害のある子ども
の教育に取り組ん
でおり、障害の有
無に関わらず、個
性を育てられる教
員になるのが目標。
大学では軽音楽部
でベース担当。

小学校から祖母に
習っている新舞踊
をしているときが
とても楽しい。
将来は、結婚の手
助けをするブライ
ダル関係の仕事に
つきたい。

休日は中学・高校
からしているバス
ケットボールで汗
を流している。
消防士として、松
原市を災害に強い
まちにし、市民の
ために活動したい。

将来の夢は、消防
士になるか小学生
から野球をしてい
るので、高校の教
師になって野球を
指導し、学生を甲
子園に連れて行き
たい。

大学で生命環境に
ついて学んでいる。
将来は持続可能な
生命環境の保全と
創世に携わる仕事
がしたい。現在は
ソフトボールチー
ムに所属している。

鎌 綾香さん（松中）

丹下貴子さん（二中）

山内涼太さん（三中）

三木一浩さん（四中）

小林尭史さん（五中）

福田千晴さん（六中）

学生から吹奏楽部
に所属、現在は一
般の楽団で活動し
ている。将来は、旅
行関係の仕事につ
き、市の知名度を
あげるような仕事
がしたい。

山本純平さん（七中）

趣味は読書。
大学で情報系の勉
強をしているので、
将来はシステムや
プログラミングな
どの関係の仕事に
つきたい。

山本純平さん（七中）

市長や教育長を囲んで意見交換が行われました

　　　　　 成人式を迎えられた皆さん、おめでとうございます。
　　　　今日は、二点お話しさせてもらいます。
　まず一点目は、20歳まで皆さんをしっかり育てていただい
たご両親に対して、感謝の気持ちをきっちりと伝えてほしい
ということです。
　もう一点は、私からの激励の言葉として、皆さんはこれか
ら社会にでて、いろいろと活躍をされていかれますが、大き
な目標や志、夢をもって頑張ってほしい。すでに目標に向かっ
て取り組んでおられる方も、今以上に目標を高く持っていた
だきたいです。
　私の好きな言葉に「自分の思う以上の結果はない」という
言葉があります。これは簡単に例をあげますと、富士山の山
頂を目指したいという目標をもって登る人は限りなく山頂に
近づける。もしくはその目標を達成できると思います。しかし、
最初から五合目ぐらいでいいと考える人は、おそらく行けて
も五合目どまりなんです。だからこそ私は目標は高く持つべ
きだと思います。
　また、山頂を目指した結果、山頂に行けなかったとしても、
その努力というのは皆さんを成長させると思いますので、自
分の思いは常に高くもってもらいたいと願っています。
　そして、これから皆さんには、このご縁を機に、松原のまち
づくりについても考えてもらえたら嬉しいです。今後の日本や
松原を担っていくのは皆さんです。ぜひそういう気概をもって、
頑張ってもらえるよう期待しています。
　若い方々が活躍できるように、松原市もしっかり頑張って
いきますので期待してください。

大きな目標や志、夢をもって
                         松原市長　澤井宏文

　　　　　よく、「勉強しなさい」と言われるけど勉強はなん
　　　　 の為にするのでしょうか？
　私は勉強というのは、自分の未来を切り開く為の武器や道
具だと思っています。夢を現実にするための武器だと考えた
らいいと思います。
　例えば、中学校までは義務教育ですが、それからは学力が
ないと残念ながら上の学校に行けないのです。弁護士になり
たいと思っても、中学で学校を辞めていたらなれないし、そ
れ以上の選択肢はないのです。弁護士なら、高校へいって大
学へいって法学部に進むということになる。看護師になりた
かったらその道の勉強をする選択肢があります。学力がない
と選択肢がどんどん少なくなってしまう。選択肢を狭めない
ためにも勉強をしないといけないと思います。
　それから人にとって良いことは、「より良い生き方をする」
ということです。その中には職業の選択や結婚、住居などい
ろんなことがあると思います。
　教育とは、「人がより良い生き方をつかみとるための力」で
すよと、最近よく言います。学校を卒業しても勉強や教育が
終わりじゃないと思います。生涯学習というだけあって一生
勉強ですから、少しでも人間性を高めることによって、より
良い生き方をしてほしいと思います。
　この仕事をする、この仕事につくというのは到達点ではな
く、より良い生き方をつかみとるための手段です。
　皆さん20歳をきっかけに、それぞれの道で選択肢を広げな
がら頑張ってほしいと思います。

より良い生き方をしてほしい
　　　　　　　　　教育長　髙阪俊造　　　　　　　　　教育長　髙阪俊造
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